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なぜ地域と学校の「連携・協働」が必要か？

教育環境 学校の課題の多様化・複雑化

いじめ・不登校・児童虐待等 保護者対応 働き方改革

教育改革 「社会に開かれた教育課程」

平成２９年改訂の学習指導要領の重要なポイント

地域創生 地域の魅力を生かした産業振興やまちづくり

学校との連携・協働 持続的な体制づくり

社会の動向 地域社会のつながりや支え合いの希薄化
少子化・人口減少 若者の県外流出 家族形態の変容



学習指導要領改訂のポイント



１ 生涯学習の推進

２ 地域と学校の連携・協働の推進

３ 読書県づくりの推進

14 文化の振興

施策の展開（１５の施策）※生涯学習・社会教育に関する施策の抜粋

宮崎県教育振興基本計画（令和元年度策定）



１ いのちを大切にする教育の推進

２ 地域と学校の連携・協働による多様な活動の充実

３ 学校における働き方改革の推進

４ 教育の情報化の推進（令和３年度～）

重点的に推進する取組

宮崎県教育振興基本計画（令和元年度策定）



地域子どもも大人も
学び合い育ち合う
多様な活動

（地域学校協働活動）
の充実

地域と学校の「連携・協働」を進めるために何が必要？

学校

目的や目標を共有した
パートナー

コミュニティ・スクール？
地域学校協働活動？
地域学校協働本部？

話し合いの場

地域学校協働本部コミュニティ・スクール



コミュニティ・スクールとは？

学校運営協議会を設置した学校

保護者や地域住民等が一定の権限と責任を
もって学校運営に参加することで、育てた
い子ども像、目指すべき教育のビジョンを
共有し、目標の実現に向けて協働する仕組
みのある学校

「地域とともにある学校づくり」



R３コミュニティ・スクールの導入状況：市町村立学校１８３校 → 導入率５１．５％

コミュニティ・スクール（学校運営協議会制度）のしくみ

地教行法第四十七条の五



地域学校協働活動とは？

学校を核とした地域づくり

地域と学校が協働しておこなう活動

幅広い地域住民の参画を得て、地域全体で
子どもたちの学びや成長を支えるとともに、
「学校を核とした地域づくり」を目指して、
地域と学校が相互にパートナーとして連
携・協働して行う様々な活動



地域学校協働活動とは？

連携・協働
子供たちにとって貴重な
学びにつながるね。

【伝統芸能を運動会で披露】

伝統芸能を残したい！ 【授業で魚うどん作り】
地域の郷土食を知って
ほしい！

【放課後子供教室：ホタル生育調査】地域の自然を知ってほしい



地域学校協働活動の例

これからの学校と地域コミュニティ・スクールと地域学校協働活動（文部科学省）より



地域学校協働本部とは？

地域学校協働活動を推進する組織・体制

従来の地域と学校の連携体制を基盤とし
て、より多くのより幅広い層の地域住民、
団体等が参画し、緩やかなネットワークを
形成することにより、地域学校協働活動を
推進する体制

地域学校協働活動推進員
（地域コーディネーター）

R３地域学校協働本部の整備率 → ４７．３％（全ての中学校区での導入を目指す）



① コーディネート機能
□ 地域学校協働活動推進員（地域コーディネーター）として配置され、CAに係る連絡
調整・活動の企画調整、協働本部運営委員会の実施等を担っている人がいる。

※ 社会教育法第９条の７に規定するもの

□ 既存の学校支援地域本部に地域コーディネーターとして配置され、主にCAに係る連
絡調整を担っている人がいる。

□ 地域学校協働活動推進員や地域コーディネーターは配置されていないが、地域に
CAに係る連絡調整をしている人がいる。

□ 学校運営協議会の委員として委嘱されている人の中に、コーディネートしている人が
がいる。

② 多様な活動
□ 学校（教育課程内）で、地域住民等が参画する教育活動が各学年で実施されている。

□ 地域で、地域住民等が参画した子ども達の成長を支えるための活動が複数実施さ
れている。

③ 継続的な活動
□学校の先生が替わっても、地域住民が参画した教育活動が継続して

実施されている。

□子ども達の成長のために、地域に学校と連携した活動が毎年実施されている。

【地域学校協働本部の３要素】

①～③それぞれに
１つでもチェックが
あればOKだワン！

こったけ！「こ」 コーディネート機能
「た」 多様な活動
「け」 継続的な活動



「コミュニティ・スクール」と「地域学校協働本部」を
一体的に推進するよさは？

これからの学校と地域コミュニティ・スクールと地域学校協働活動（文部科学省）より

地域学校協働活動が「効果的、持続的」



地域と学校が連携・協働することの効果は？

学校への効果

地域への効果

学校と地域が「どんな子どもを育てたいのか」「どんな地域をつくりたいのか」、

目的・目標を共有することが最大のポイント

全学校種

高等学校 特別支援学校

◎学校と地域が目的や目標を共有【教育的効果】
◎特色ある学校づくりの推進【学校運営】
◎地域と連携した組織的な取組の実現【教育の質の向上】
◎地域と学校の適切な役割分担の明確化【働き方改革】
◎子供の安全・安心な環境の確保【地域づくり】等

◎スクール・ポリシーの策定【学校の特色】

◎総合的な探究の時間の充実【キャリア教育】

◎企業や高等教育機関等との連携【進学・就職】

◎商工会や行政との連携【地域貢献】等

◎所在する地域との連携【地域の理解】
◎就労先となる企業等とのつながりづくり【就職】
◎行政や医療関係者、福祉団体との連携

【支援体制の充実】
◎災害に関する地域との連携【防災】等

地域づくり・まちづくり地域住民

◎地域の子供たちや教職員と顔なじみ
◎他の地域住民との交流
◎地域のつながりの深化
◎地域住民の生きがいづくり 等

◎地区の祭りや行事など、地域活動の活発化

◎新しいまちづくりや、よりよい地域づくりの推進

◎災害時における円滑な体制づくりや、防犯対策等



地域

家庭

子ども

子供を中心に「学校づくり」「地域づくり」を考えることで地域を一つに
～持続可能な地域社会の構築～

学校


